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―北アフリカ地域ニュース― 
リビア：アル・カーイダのカダフィ指導者非難声明       （11月 3日付現地報道） 

 

11 月 3 日、アル・カーイダの No.2 とされるアイマン・ザワーヒリが、ウェブ上に掲載され

た 28 分間にわたる”Unity of Ranks”と呼ばれるビデオテープで、リビアのカダフィ指導

者を非難すると共に、「リビア・イスラム闘争グループ（Libyan Islamic Fighting Group）」

がアル・カーイダに加入したと発表した。 

 

ザワーヒリの発言（概要）： 

1. 米国との関係改善を進めるカダフィはイスラムの敵であり、それは北アフリカ諸国に対

する攻撃の波という脅威を醸成する。 

2. カダフィ達はワシントンの十字軍であり、我々（アル・カーイダ）の兄弟達はイスラム

の敵との対峙姿勢を強めている。 

 

又、同テープで、在アフガニスタンのリビア・アル・カーイダの司令官であるリビ（Abu Laith 

Al-Libi）の「カダフィは独裁者であり、国を窮地に陥れている。彼は、突然、米国は敵で

はないとし、リビアを新たな十字軍の基地に変えようとしている」とのメッセージも流され

た。  
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